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産業建設常任委員会委員長報告 
（令和７年６月３０日） 

 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、 

審査の経過概要と、その結果を報告します。 

まず、第１号議案、令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第

１号）の本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

・総務費では、平成６年度に先進的農業生産総合推進対策事

業により、京都農業共同組合が取得した財産の処分に伴う

耐用年数の残存部分に係る補助金の過年度還付金の増額

補正。 

・農林水産業費では、地域における担い手の確保・育成を推

進するため、経営維持や発展に必要な機械設備の導入支援

に要する地域営農担い手条件整備事業経費の増額補正。 

・商工費では、芸術・歴史・文化の振興を図るとともに、多

くの市民や観光客に本市の魅力を伝える明智光秀公の新

作能公演を実施するための観光推進経費の増額補正。 
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・土木費では、市民の利便性向上や事務の効率化を図るため、

都市計画情報等を整備し、オンラインで公開するための都

市計画決定業務経費の増額補正であり、 

 採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

 なお、指摘要望事項として、地域営農担い手条件整備事業

経費について、可能な限り多くの農業従事者の方に継続し

て農業振興に携わっていただくため、国・府との連携や補

助対象者の拡大など、補助金を有効に活用し、充実した補

助事業の展開を図られるよう要望するものであります。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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